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７月５日 第10回 （自己調整学習） 認知カウンセリングの目的である自立した学習者の育成に
関して，自己調整学習の考え方を紹介した。








10月18日 第13回 （ワーキングメモリ①） ワーキングメモリという概念を紹介し，理論について説明した。
10月25日 第14回 （ワーキングメモリ②） 前回紹介したワーキングメモリ理論について振り返りつつ，
ワーキングメモリ理論に基づく学習支援についてグループで
ディスカッションを行った。
12月６日 第15回 （メタ認知①） メタ認知という概念について紹介し，メタ認知的活動について
説明した。





































































表２	 ケースレポート内容面（全体，７側面）における各群の評価の平均値（SD）  
	 本年度群	 前年度群	
内容面全体	 3.1 (0.8) 2.3 (0.2) 
①表題 2.5 (1.2) 1.8 (0.6) 
②概要・クライエントについて・支援の流れ等	 3.9 (0.1) 3.0 (0.2) 
③アセスメント 3.5 (0.5) 2.6 (0.8) 
④支援の方針	 3.4 (0.6) 2.6 (0.3) 
⑤支援の経過	 2.9 (1.8) 2.9 (0.4) 
⑥事後評価	 3.6 (0.8) 0.6 (0.9) 
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